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ん にと、 そういう ことでした。 その 残飯 を、 粉 飯ば か 

リの折 柄に 珍ら しく 美味しく、 母と 妹と 彼と 三人で 食 

ベました。 母の 配慮で、 翌日の 彼の 弁当の 量 だけ 取り 

除 けられて いました。 食事 をしながら、 話 は 食物の こ 

とに 向いが ちでした。 矢 野さん のと ころの 御馳走に は、 

鯛の 剌身 〔# 「刺身」 は 底本で は 「刺身 匕 や 車蝦の 煮附ゃ 

鰻 の 蒲 焼 やにぎ り鯧な どが あつたとの ことでした。 そ 

の 鮑に 母 は ひっかかりました。 何が 食べたい といって、 

ぉ鯧 にこした もの はなく、 ぉ鯧 さえ 充分 食べたら もう 

本望 だと、 淋しそう に 言いました。 妹 は それ を 笑って、 

ショ ー トケ ー キが 一 番 食べたい と 言いました。 カス 



そこへ、 いよいよ 雨が 来て、 雷鳴が 激しくな り、 そ 

れ から、 近くに 雷が 落ちました。 

落雷の 衝撃 は、 母と 妹の 心身 を 打ち 拉ぎ、 次で 昂奮 

さした かも 知れません が、 一郎に とって は、 その 哀感 

を 深める だけでした。 彼 は 自分自身 を も、 哀感の 硝子 

張りの 中に 眺めました。 雷に 裂かれた あの 櫸を 悲哀に 

似た 決意で 眺めた 自分自身 も、 残飯の 弁当 を つっつい 

てる 自分自身 も、 そこに ありまし たし、 更に、 会社の 

謂わば 残飯 を 貪って る 自分自身 も、 そこに ありました _ 

この 金網 工場 は、 社長 矢 野専之 助の いろいろな 事業 

の 僅かな 一 部に 過ぎず、 経営 万端 は 殆んど 専務 水 町 周 



い ウイ スキ ー も あるから、 御馳走 するとい うのでした _ 

彼 は そこで 長く 立ち話 をす るの が 嫌でした から、 曖昧 

な 返事 をして 逃げ だしました。 そして 翌日 は 彼女 を訪 

れず、 月曜日 は 会社 を 休みました。 火曜日に、 便所で 

彼女に つかまる と、 病気だった と 言い訳 をし ました。 

彼女 はじつ と 彼の 顔 を 見て、 次の 日曜日に 一緒に 郊外 

散歩 をし ないかと 誘いました。 彼 はう つかり、 専務に 

わるい からと 洩らしました。 とたんに、 彼女 は 彼の 肩 

を 捉え、 抱き かかえん ばかりに 顔 をす りよせ て、 おば 

かさんね、 とた だ 一言、 彼の 耳許に 囁き、 怒った よう 

に 立ち去りました。 だが、 彼女 は 怒った ので もな さそ 
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